平成２３年第４回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成23年12月９日午前10時00分、第４回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君
　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し
４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君

　　　　教育課長　井上　永一君　　病院事務長　川村　文雄君
　　　　

　　　　

平成２３年第４回奥多摩町議会定例会議事日程[第１号]
平成23年12月９日（金）

午前10時00分開会・開議

会　期　　平成23年12月９日～12月16日（８日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	――

	２
	――
	　　　　　　　　　　　　３番　高　橋　邦　男　議員

会議録署名議員の指名

　　　　　　　　　　　　４番　原　島　幸　次　議員

	３
	――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	――
	議会関係諸報告
	――

	５
	――
	町長あいさつ
	――

	６
	議案第59号
	平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	７
	議案第60号
	平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	８
	議案第61号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	９
	議案第62号
	平成23年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算

（第２号）
	連合審査会
付託

	10
	議案第63号
	平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	11
	議案第64号
	　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
	連合審査会

付託

	12
	議案第65号
	奥多摩町監査委員の選任の同意を求めることについて
	原案同意

	13
	――
	人権擁護委員候補者の推薦について
	決　　定

	14
	――
	陳情書の受付について
	経済厚生常任委員会付託


（午前11時27分　散会）

午前10時00分　開会・開議

○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。

　これより平成23年第４回奥多摩町議会定例会を開会します。

　直ちに本日の会議を開きます。

日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。

本件につきましては、会議規則第115条の規定により、議長において指名します。

本定例会の会議録署名議員に、

３　番　高橋　邦男議員、

４　番　原島　幸次議員、

以上２名を指名します。

次に、日程第３　会期の決定について、を議題とします。

本件については、去る12月７日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員長　前田悦男議員よりご報告願います。前田悦男議員。

〔議会運営委員長　前田　悦男君　登壇〕

○議会運営委員長（前田　悦男君）　議会運営委員会委員長報告。

　平成23年第４回奥多摩町議会定例会の運営について、去る12月７日、議会運営委員会を開催しましたので、その協議結果を報告します。

　初めに、本定例会の会期でありますが、本日12月９日から12月16日までの８日間とすることに決定いたしました。

　次に、会期中の諸日程でありますが、配付してあります会議予定程表をご覧ください。

　まず、９日、本日の本会議でありますが、会議録署名議員の指名及び会期の決定、議会関係諸報告に続いて、本定例会の開会にあたり町長よりあいさつがあります。あいさつ終了後、議案が上程されます。

　次に、12月12日は連合審査会を開会し、各常任委員会合同で平成23年度補正予算６会計を審査及び採決を行います。

　続いて、閉会中に陳情１件を受け付けておりますので、その内容から、連合審査会終了後、経済厚生委員会を開会し、審査を行っていただきます。

次に、12月14日は本会議２日目でありますが、一般質問を行います。通告者は７名で、通告順に行いますが、簡潔な質問、応答をされるようご協力お願いいたします。

また、一般質問終了後に、経済厚生常任委員会に付託して審査が行われた陳情採決を行います。

なお、本陳情については、当町議会の意見書の提出を求めていますので、採択とされた場合は、16日の本会議３日目に議員提出議案として、意見書の提出について、経済厚生常任委員長が提出者となり、委員会で採択すべきものに挙手をした委員が賛成者となり、追加議案の上程を行うこととなります。

次に、12月16日の本会議３日目は、本定例会の最終日であります。連合審査会に付託して審査が行われた、平成23年度補正予算の６議案の採決を行い閉会する予定です。追加議案が上程された場合には、追加議案の採決後に閉会となります。追加議案の取り扱いについては、単独上程の即決と決定しております。

次に、本日の審議内容について申し上げます。

配付してあります議会運営委員会結果一覧表をご覧ください。

議案の上程については、議案第59号から議案第64号までの平成23年度補正予算の６議案については一括上程とし、各常任委員会合同の連合審査会に審査を付託することに決定しております。

次に、議案第65号の奥多摩町監査委員の選任の同意を求めることについては、対象議員を除く議員により、無記名投票による採決と決定しております。

次に、人権擁護委員候補者の推薦についても、単独上程の即決と決定しております。

次に、陳情の受付でありますが、12日に開会される経済厚生常任委員会に付託することに決定しておりますので、委員会において審査をお願いいたします。

以上が、上程別、採決別、取り扱いを含めた議会運営委員会の協議結果であります。

本定例会の運営が効率的かつ円滑に進行しますよう、議員各位のご協力をお願い申し上げ、議会運営委員会委員長の報告といたします。以上です。

○議長（清水　典子君）　議会運営委員会委員長の報告は以上のとおりであります。

　お諮りします。本定例会の会期は本日から12月16日までの８日間とし、議案の上程別及び採決別についても、併せて委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から12月16日までの８日間とすることに決定しました。

　なお、本定例会の会議日程につきましては、配付してあります会議予定表のとおり進めたいと思います。ご協力よろしくお願いします。

　また、本日の日程は、お手元に配付のとおりです。

　次に、日程第４　議会関係諸報告ですが、閉会中の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配付のとおりです。

　次に、閉会中に秋川衛生組合議会第２回定例会及び西秋川衛生組合第２回定例会が開かれておりますので、その概要について、秋川衛生組合議会議員　竹内和男議員から、続けてご報告願います。竹内和男議員。

〔秋川衛生組合議会議員　竹内　和男君　登壇〕

○秋川衛生組合議会議員（竹内　和男君）　平成23年第２回秋川衛生組合議会定例会の報告をいたします。

　去る10月31日午前10時から、秋川衛生組合で開かれました。町からは町長、師岡議員、原島議員、私竹内と浜野住民課長が出席しました。

本会議開会前に、日の出町選出議員の紹介が行われました。

また、あきる野市選出議員の１番、戸沢議員の欠席の報告がありました。

日程第１では、日の出町選出議員の議席の指定が行われ、日程第２で、会議録署名議員に２番、野村議員と３番、町田議員の指名が行われ、日程第３で会期が本日１日限りと決定されました。

日程第４では、諸般の報告があり、事務局長より第２回定例会告示と議案第10号を上程していること、また、10月15日付であきる野市長が管理者となったことの報告がありました。さらに、管理者より次の報告がなされました。

あきる野市長選で再選され、互選により、引き続き管理者となったこと。日の出町町議選により議会選出議員が交代したこと。施設面で順調に推移しており、平成22年度は投入量日量38.5キロリットルであったこと。しかし、５年後には施設の改修が必要となるため、事務方に施設のあり方について検討するよう指示したこと、及び、会議が議案１件を上程していること。７月19日に放射性廃棄物の問題から、汚泥の放射性物質の検査をしたが、基準値を下回る結果が得られたことの報告がありました。

次に、日程第５　議案第10号　平成22年度秋川衛生組合会計歳入歳出決算の認定についてが、管理者より提案説明が行われ、会計管理者より、平成22年度収入済額１億9,499万2,079円、支出済額１億8,565万3,458円で、歳入歳出差引残額933万8,621円を翌年度へ繰り越したことの説明がありました。

また、６番、及川議員から次のような質疑がありました。

老朽化に伴う改修費用について、放射性測定を定期的に実施していくことについて、監査委員より浄化槽汚泥処理を最善最良の状態で管理することと、どのようなことか、についての質疑がありました。事務局長より答弁が次のようになされました。

修繕費用は積み立ててないことと、老朽化については、各市町村の担当課長会で検討を始めていること。放射性物質は基準値200ベクレル以下であるが、今後も定期的に測定を行っていくこと。浄化槽汚泥に問題があったわけではないことなどの答弁がありました。ほかに質質疑答弁はなく、採決の結果、原案どおり承認されました。

なお、議長より、奥多摩町議会議員選挙後に組合議員の選出後、全員協議会を開きたい旨の発言がありました。

以上で、第２回秋川衛生組合議会定例会の報告を終わります。

次に、平成23年第２回西秋川衛生組合議会定例会の報告をいたします。

去る10月31日午後１時30分から西秋川衛生組合で開かれ、町からは、町長、師岡議員、原島議員、私竹内と浜野住民課長が出席しました。

本会議開会前に、新規加入の奥多摩町選出議員の紹介と、河村町長の加入に際してお礼とあいさつがありました。

日程第１では、新たに選出された日の出町議会及び奥多摩町議会の選出議員の議席の指定が行われ、日程第２で会議録署名議員に11番、高橋　亨議員と12番、師岡　智議員の指名が行われ、日程第３で会期が本日１日限りと決定されました。

日程第４では、副議長の選挙が行われ、指名推薦で日の出町選出の田村みさ子議員が当選しました。

日程第５で諸般の報告があり、事務局長より、第２回定例会告示と議案第７号ほか２件の議案が送付されたことの報告がありました。さらに、管理者より、本議会より奥多摩町の参加を得て、奥多摩町長を副管理者として迎えたこと、副議長が就任したこと、地元自治会、関係機関の理解と尽力により、奥多摩町が10月３日付で正式加入ができたことに対する感謝と歓迎の意を述べられました。

また、基本協定と覚書に基づき、奥多摩町の負担金の清算の関連議案を上程したことなど報告がなされました。

日程第６　一般質問で、日の出町選出の清水晃議員より、ごみ処理計画についての質問があり、事務局長より、新炉の処理能力やごみ量と資源化などについての答弁がありました。

次に、日程第７　議案第７号　平成22年度西秋川衛生組合会計歳入歳出決算の認定についてが、管理者より提案説明が行われ、会計管理者より、平成22年度歳入合計10億3,358万7,822円で、歳出合計が９億6,216万6,744円で、歳入歳出差引残額7,142万1,078円となり、翌年度へ繰り越すことの内容説明がありました。質疑、討議なく、採決の結果、原案のとおり承認されました。

日程第８　議案第８号　平成23年度西秋川衛生組合組織市町村負担金の変更について、及び、日程第９　議案第９号　平成23年度西秋川衛生組合会計補正予算（第１号）が一括上程され、いずれも原案のとおり可決されました。この２議案は、奥多摩町の加入に伴うもので、組織市町村の負担額の変更及び補正予算によるものです。

以上で、第２回西秋川衛生組合議会定例会の報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　秋川衛生組合議会及び西秋川衛生組合議会の概要報告は以上のとおりであります。

以上で、閉会中の諸報告は終わりました。

次に、本定例会の開会にあたり、町長よりあいさつがあります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。

　先日執行された町議会議員選挙の結果、住民の付託を得て当選された12名の議員の皆様には、選挙後初めての定例会となります。また、先日開催いたしました平成23年奥多摩町議会第３回臨時会において、正副議長を始め各常任委員会正副委員長以下の役職が決定されました。改めて、今後４年間の町政の運営に対して、地域振興、少子高齢化、財源対策等について、町政の進展のため、町が抱えている実情を十分にご理解いただき、建設的なご議論・ご審議を賜りますようお願い申し上げます。

　本日より地方自治法及び奥多摩町条例に基づき「平成23年第４回奥多摩町議会定例会」を招集させていただきました。開会にあたり、町政をめぐる諸課題についての所見や報告を申し上げるとともに、今回の定例会に提案いたします案件について申し述べます。

　師走に入りまして、余すところ20日余りで新しい年を迎えようとしておりますが、この平成23年は、日本全体にとっても、全世界的に見ても、非常に大きな変化のあった年であります。３月11日に東北地方を中心に甚大な被害をもたらした東日本大震災による影響は、いまだ終息せず、原発事故による放射能汚染の影響は、当町においても観光業を中心に今後少なからず被害が及ぶものではないかと危惧しております。

　既に広報紙及び町ホームページ等でお知らせしておりますが、埼玉県秩父地方との都県境の山林の尾根に高い数値の放射能が検出された問題につきましては、先月初めに担当職員が直接現地に行き、東京都から借用した精度の高い検査機により計測をいたしました。いずれの地点においても、文部科学省が航空機を使用して計測した値に比べておおむね３分の１から４分の１の数値となっております。

　また、この都県境の稜線部分は登山客も少なく、ほとんど影響はないと思われますが、観光客等による風評被害も想定されますので、今後も定期的な計測を行うとともに、十分な対応に努めてまいりたいと思います。

　また、この夏の台風12号、台風15号による被害は、奈良県、和歌山県を中心に大きな被害をもたらしました。当町におきましても、台風12号の大雨による沢の増水で民家に浸水被害があり、現在も１世帯が町営住宅に避難しております。

　こうした自然災害は、発生の予測がつかないものですが、日ごろから災害時に備えた対応をとっておくことで被害を最小限に食い止めることができます。町でも、東日本大震災及び台風被害等の被害状況を教訓にして、プロジェクトチームを編成し、住民の安全・安心を確保することを第１の目標に施策を実施できるよう、今年度から予算措置を行っております。この議会に上程する一般会計補正予算（案）においても、関連の施策を提案させていただきますが、現在編成中であります平成24年度当初予算においても、同様の考え方で編成をしてまいりたいと考えております。

　世界の経済情勢を見ると、ヨーロッパではギリシャに端を発した財政危機がイタリアやスペインの国債の金利上昇を招き、その状況が安定的と見られていたドイツやフランスの国債にも及んでいるなど、いわゆる「ソブリン危機」として依然不安定な状況が続いており、その結果、ドルやユーロに対する円相場が、実際よりも高く推移する超円高傾向が継続し、輸出産業の不振が日本全体の不況に結びついている「負のスパイラス」に陥っている状態であります。今後も工場等の海外移転が加速し、それにより国内産業の空洞化や雇用の減少が発生する恐れがみられ、その結果、来年４月に卒業を迎える大学生の就職内定率が、現在のところ史上最低となるなど大きな影響があります。

　国政では、９月の民主党代表選挙におきまして代表が交代し、新たに野田総理大臣のもとで内閣が発足いたしましたが、発足直後からＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）への参加をめぐり、国会議員のみならず地方議員や経済界、農業団体を巻き込んだ大論争を引き起こし、参加に向けて関係国との協議に入ることを表明したものの、今後の行方が注目されるところであります。

　また、社会保障と税の一体改革を行うため、消費税率を現行の５％から10％程度に引き上げることも、年明けの通常国会で法案提出を行うとしておりますが、与党内部での調整も不十分な状況の中、法案が提出されるかどうか不透明であります。

　さらに、沖縄県の米軍普天間基地の移転に関連して、国会での防衛大臣の発言や、沖縄防衛局長の現地での不適切な発言による更迭等により、この問題は解決の糸口すら見えていない状況となっております。

　こうした国内外のさまざまな諸課題について、放射線の問題を除いては直接町政にかかわるものはありませんが、先ほど申しました就職難の問題から、来年度新規採用職員の募集を行ったところ、200名を超える応募があり、実際の試験の際にも170名余りの方が受験をしております。町の将来を担う人材を採用できるのではないかと考えております。

　次に、今定例町議会に町長提案いたします案件は、補正予算６件、人事案件１件の計７件であります。

ご提案いたします案件につきましては、議事日程に従い案件ごとに担当課長から提案説明を申し上げます。私からは概要につきまして説明を申し上げます。

　議案第59号から議案第64号までは、一般会計、都民の森管理運営事業会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、下水道事業特別会計及び病院事業会計の６会計の補正予算案であります。

　議案第65号は、奥多摩町監査委員の選任の同意を求めることについては、平成23年11月30日をもって任期満了となった小澤春義監査委員の後任者の選任について同意を求めるものであります。

以上、町政を取り巻く国内外の状況と本会議に提出する案件の概要を申し上げましたが、ご審議の上、ご決定をいただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。

　終わりに、町の財政環境について申し上げます。

　既に皆様には、あらゆる機会をとらえて話しておりますが、町の財政は国・都に依存する割合が高いことから、現在のように国・都の行財政環境が不透明な状況に加えて、長引く経済不況の影響により、今後ますます厳しい状況になると考えます。特に、財源の４割以上を都財政に依存している状況では、都支出金、中でも町の振興事業、財政状況、経営努力等を総合的に勘案して交付される「東京都市町村総合交付金」の確保が、町財政運営上の財源対策として最重要課題であると考えております。

　このため、町としても行政改革等の内部努力を、より一層推進するとともに、事務事業の見直し等も並行して実施し、効率的な行財政運営を行う努力が必要であります。

　私は、町長として、今後も財源確保のため町の抱えております地域の実情を、東京都幹部の長年にわたる人脈を通じて訴えていき、根気よく理解を求めていく所存であります。

　議員皆様方には、なお一層のご理解、ご協力をお願い申し上げまして、第４回定例会の開会にあたってのあいさつといたします。

○議長（清水　典子君）　以上で、町長のあいさつは終わりました。

　これより議案審議に入ります。

　日程第６　議案第59号　平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）、日程第７　議案第60号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第８　議案第61号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、日程第９　議案第62号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第２号）、日程第10　議案第63号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、日程第11　議案第64号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）、以上６件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。村木副町長。

〔副町長　村木　義雄君　登壇〕

○副町長（村木　義雄君）　議案第59号から議案第64号及びまでの平成23年度奥多摩町一般会計を始めとする６会計の補正予算について提案の説明を申し上げます。補正予算書をご覧ください。

　初めに、議案第59号　平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）でございます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条で既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ9,080万5,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ61億8,388万4,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　それでは、内容について説明を申し上げます。

まず、１ページの歳入でございます。

歳入のうち、地方特例交付金134万5,000円を追加し1,029万7,000円に、地方交付税２万7,000円を追加し14億5,398万2,000円とするもので、交付決定によるものでございます。

　次に、国庫支出金は、次世代育成支援対策事業交付金5,000円を追加し１億2,812万9,000円に、都支出金の都補助金は、民生費で地域支え合い体制づくり事業補助金2,110万円増、子ども手当支給事務効率化促進事業補助金400万円増、土木費で市町村土木費補助金3,876万6,000円減、教育費で第68回国民体育大会補助金262万5,000円増ほかで都補助金計902万8,000円の減、都委託金では、総務費で統計調査費委託金５万円の増となり、都支出金計は差し引き897万8,000円を減額し23億3,135万4,000円とするものでございます。

　次に、財産収入の財産運用収入は、財産貸付収入13万6,000円を追加し4,762万6,000円に、寄付金は、社団法人奥多摩湖愛護会より500万円ほかで606万円を追加し806万円に、繰入金では、特別会計繰入金87万8,000円の減、基金繰入金を財政調整基金6,000万円、公共施設整備基金1,000万円、観光施設等整備基金2,300万円の計9,300万円の増を行い、繰入金計では9,212万2,000円を追加し３億4,061万2,000円とするものでございます。

　次に、諸収入では、雑入で８万8,000円を追加し４億5,700万6,000円とするもので、今回の歳入補正の総額につきましては、9,080万5,000円を追加し、61億8,388万4,000円とするものでございます。

　２ページ歳出でございます。

　議会費は人件費の補正で１万円を追加し１億2,513万9,000円に、総務費は、総務管理費で地域支え合い体制づくり補助金を活用し、コミュニティ施設空調設備設置工事1,080万円及び同じく非常用発電機購入1,102万円、地域振興対策事業費では社団法人奥多摩湖愛護会の新たな組織（仮称）小河内振興財団への出捐金3,500万円を新たに計上、日向人道橋設置工事270万円減ほか人件費の補正で5,737万6,000円の増、徴税費１万6,000円の減、戸籍住民基本台帳費254万1,000円の減は人件費の補正、統計調査費は消耗品ほか５万8,000円の増で、総務費計は5,487万7,000円を追加し９億2,563万1,000円とするものでございます。

　次に、民生費では、社会福祉費で障害者福祉総合システム改修委託料588万円増、障害者自立支援事業扶助費730万9,000円増ほか過年度国・都補助金返還金及び人件費等の補正で1,887万3,000円の増、児童福祉費では子ども手当システム改修委託料310万円増ほか人件費等の補正で313万1,000円の増、国民年金費は人件費10万円の増となり、民生費計では2,210万4,000円を追加し10億8,835万8,000円とするものでございます。

　次に、衛生費では、保健衛生費で犬の登録管理システム構築委託料52万5,000円増ほか人件費等で146万5,000円の増、清掃費では、西秋川衛生組合分賦金145万3,000円減ほかで差し引き87万9,000円の減となり、衛生費計では58万6,000円を追加し６億2,060万円とするものでございます。

次に、農林水産業費の農業費では、体験農園ラウベ３棟増設のための活性化プロジェクト支援交付金事業計画策定業務委託料47万3,000円増ほかで128万9,000円の増、水産費は人件費8,000円の増となり、農林水産業費計では129万7,000円を追加し７億6,058万5,000円とするものでございます。

　次に、商工費では、観光費で木質チップ運搬用ダンプ購入560万円ほかで611万円を追加し４億7,489万4,000円とするものでございます。

　次に、土木費では、土木管理費で燃料費３万円増ほか人件費で差し引き6,000円の減、道路橋梁費では除雪用ミニホイールローダ購入450万円増、都補助道路新設改良事業4,495万9,000円減ほかで差し引き4,026万3,000円の減、住宅費は修繕費と人件費の補正で118万4,000円の増、下水道費は繰出金140万4,000円の減となり、土木費計では4,048万9,000円を減額し８億9,899万2,000円とするものでございます。

　次に、消防費では、東日本大震災派遣に伴う市町村総合事務組合負担金798万円増ほかで876万1,000円を追加し２億3,505万4,000円とするものでございます。

　次、３ページをお開きください。

　教育費では、教育総務費で人件費55万8,000円の増、小学校費で管理用備品５万円の増ほか財源組み替え、中学校費も財源組み替え、給食費は消耗品費ほか人件費の補正で13万5,000円の増、社会教育費は文化会館修繕費130万円増ほかで107万5,000円の増、保健体育費は財源組み替えするもので、教育費計では181万8,000円を追加し６億1,605万7,000円とするものでございます。

　次に、災害復旧費は、台風12・15号の豪雨による農林水産施設災害復旧費2,360万円の増、公共土木施設災害復旧費1,160万円の増となり、災害復旧費計は3,520万円を追加し3,565万円に、予備費で53万1,000円を増額調整し、歳出合計の補正額は歳入と同様に9,080万5,000円を追加し61億8,388万4,000円とするものでございます。

　以上で、議案第59号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第60号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条　既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ174万9,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ7,320万3,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　内容について説明申し上げます。１、２ページをお開きください。

　歳入の諸収入で、みどり体験交流事業受託収入174万9,000円の減、歳出は、総務費の利用管理費で、人件費の組み替えと、みどり体験交流事業実施額の精査を行ったもので、補正の総額は歳入歳出それぞれ174万9,000円を減額し7,320万3,000円とするものでございます。

　以上で、議案第60号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第61号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,139万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億701万9,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　内容について説明申し上げます。１、２ページをお開きください。

　歳入でございます。

　療養給付費交付金は退職被保険者等療養給付費交付金1,139万9,000円を追加し4,140万円とするもので、歳出では、保険給付費の療養諸費で、退職被保険者等療養給付費148万3,000円、出産育児諸費42万円、葬祭費20万円の増を見込み、計210万3,000円を追加し６億3,987万円に、後期高齢者支援金等13万8,000円を追加し8,188万円に、前期高齢者納付金等5,000円を追加し24万4,000円に、共同事業拠出金は高額医療費共同事業拠出金650万円を追加し9,075万5,000円に、諸支出金では、国保税一般分還付金及び国庫支出金返還金265万3,000円を追加し604万5,000円とするもので、補正の総額は歳入歳出それぞれ1,139万9,000円を追加し９億701万9,000円とするものでございます。

　以上で、議案第61号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第62号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第２号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ49万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億5,176万5,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　内容について説明申し上げます。１、２ページをお開き願います。

　歳入の繰入金は一般会計からの繰入金１万円の減及び基金繰入金50万2,000円の増で、差し引き計49万2,000円を追加し１億6,807万6,000円に、歳出の総務費では、総務管理費で人件費１万円の減、趣旨普及費で印刷製本費50万2,000円の増で、差し引き計49万2,000円を追加し5,363万4,000円に、地域支援事業費は過年度都補助金返還金87万8,000円を追加し3,638万3,000円に、諸支出金は一般会計繰出金87万8,000円を減額し677万8,000円とするもので、補正の総額は、歳入歳出それぞれ49万2,000円を追加し７億5,176万5,000円とするものでございます。

　以上で、議案第62号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第63号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条　既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ140万4,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ11億6,539万6,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１、２ページをお開きください。

　歳入の繰入金は、一般会計からの繰入金140万4,000円を減額し３億932万5,000円とするもの、歳出の総務費は、奥多摩処理区維持管理費750万円減及び人件費で750万4,000円を減額し9,151万8,000円に、事業費は人件費の補正で１万2,000円を減額し９億3,917万7,000円に、公債費は、長期債利子611万2,000円を追加し１億3,281万8,000円とするもので、補正の総額は歳入歳出それぞれ140万4,000円を減額し11億6,539万6,000円とするものでございます。

　以上で、議案第63号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第64号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）について説明申し上げます。

　第１条は総則で、第２条　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量（２）年間患者数入院「9,516人」を「9,150人」に、外来「１万4,577人」を「１万4,964人」に改めるものでございます。

　第３条　予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を補正するもので、収入は、医業収益で入院収益154万1,000円減、外来収益314万8,000円増で、差し引き160万7,000円の増、医業外収益でその他医業外収益48万4,000円の増、特別利益で過年度損益修正益９万1,000円の減を見込み、収入補正予定額200万円を追加し４億9,400万円に、支出は、医業費用で診療材料費69万1,000円増ほか医師の人件費と委託料を組み替え等で137万2,000円の増、医業外費用は、患者外給食材料費30万円の減、特別損失は過年度損益修正損113万5,000円の増、予備費で20万7,000円を減額調整し、支出補正予定額200万円を追加し４億9,400万円とするものでございます。

　第４条　予算第４条本文括弧書中（資本的収入が資本的支出に不足する額「4,282万2,000円」を「3,452万2,000円」）に改め、資本的支出の予定額を補正するもので、次のページをお開きください。資本的支出の建設改良費830万円を減額し4,977万2,000円とするものでございます。

　第５条　予算第６条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない経費、１職員給与費「２億7,945万円」を「２億6,028万円」に、第６条　予算第８条に定めた棚卸資産購入限度額「5,688万円」を「5,757万1,000円」に改めるものでございます。

　以上で、議案第64号の説明を終わらせていただきます。

　以上、議案第59号から議案第64号までの一般会計、特別会計、企業会計の６会計について補正予算の説明をさせていただきました。今後の予算執行に欠かせない予算でございますので、ご審議を賜りご決定をいただきますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で、説明は終わりました。

　お諮りします。ただいま上程の議案第59号から議案第64号までについては、会議規則第37条の規定により所管の各常任委員会に審査を付託するところですが、両委員会合同で開催する連合審査会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第59号から議案第64号までについては連合審査会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査が終了するようお願いします。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時10分から再開とします。

午前11時00分　休憩

午前11時10分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第12　議案第65号　奥多摩町監査委員の選任の同意を求めることについて、を議題とします。

　ここで審議の対象となる４番、原島幸次議員には審議が終了するまで退席を求めます。

（４番　原島　幸次君　退席）

○議長（清水　典子君）　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第65号　奥多摩町監査委員の選任の同意を求めることにつきまして、提案のご説明を申し上げます。

　次の者を監査委員に選任したいので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第196条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。

　住所でございますが、東京都西多摩郡奥多摩町氷川740番地、氏名・原島幸次、生年月日・昭和22年２月３日生まれでございます。

　提案理由でございますが、議員のうちから選任した監査委員、小澤春義氏は、平成23年11月30日をもって任期が満了となりましたので、その後任として原島幸次氏を選任しようとするものでございます。

　原島幸次氏の学歴、職歴、公職歴等につきましては、お手元の略歴書のとおりでございます。

原島氏は、人格が高潔であると同時に、職歴において監事、監査部門に優れた識見をお持ちの方で、当町の財務管理を始め事務事業の経営管理や行政運営についても適切な指導、ご助言をいただける監査委員職として適任でございますので、議会のご同意をお願いするものであります。

　ご審議をいただき、ご同意を賜りますようお願いを申し上げまして、提案の説明といたします。よろしくお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第65号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第65号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第65号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　なお、採決は無記名投票により行います。

　議場を閉鎖します。

（議場閉鎖）

○議長（清水　典子君）　ただいまの出席議員は10名であります。

　次に、開票立会人を指名します。

　会議規則第30条第２項の規定により、開票立会人に５番、杉村良一議員、６番、村木征一議員を指名します。

　投票用紙を配付させます。

（投票用紙配付）

○議長（清水　典子君）　投票用紙の配付漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　配付漏れなしと認めます。
投票箱を点検します。

（投票箱点検）

○議長（清水　典子君）　異常なしと認めます。

　ただいまから投票を行います。

　日程第12　議案第65号　原島幸次議員を監査委員に選任することについて、これに同意することを可とする議員は賛成に、否とする議員は反対に丸印を表示のうえ、投票箱に投票願います。

　それでは、１番、石田芳英議員から順次投票をお願いします。

（投票）

○議長（清水　典子君）　投票漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　投票漏れなしと認め、投票を終わります。

　続いて開票を行います。

　杉村良一議員、村木征一議員に立会いをお願いします。

（開票）

○議長（清水　典子君）　それでは、投票の結果を報告いたします。

　投票総数10票、有効投票10票、有効投票中賛成票７票、反対票３票、以上のとおり賛成が多数であります。よって、原島幸次君を監査委員に選任することについては、これを同意することに決定しました。

　議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

○議長（清水　典子君）　ここで除席となっております原島幸次議員には除席の対象から解除されましたので着席を求めます。

（４番　原島　幸次君　着席）

○議長（清水　典子君）　次に、日程第13　人権擁護委員候補者の推薦について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　浜野　武雄君　登壇〕

○住民課長（浜野　武雄君）　人権擁護委員候補者の推薦について提案のご説明をさせていただきます。

　人権擁護委員、鈴木アツ子氏が平成24年６月30日をもって任期満了となるため、後任に次の者を法務大臣に推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、町議会に意見をお伺いするものです。

　氏名は澤井美津枝、住所は奥多摩町小丹波507番地１、生年月日は昭和22年９月９日で64歳でございます。

　澤井美津枝氏の学歴、職歴、公職歴等につきましては、お手元の略歴書のとおりでございます。

人権擁護委員法第２条委員の使命には、「人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵害されることのないように監視し、もしこれが侵犯された場合には、その救済のため速やかに適切な措置を取るとともに、常に自由人権思想の普及啓発に努めることをもってその使命とする」とあるように、氏は長年にわたり学校教育に携わり、学識、識見、経験ともに、この人権擁護委員として適任者でありますので、推薦いたしたく、意見を求めるものでございます。

　なお、任期は３年で、町には現在２名の委員が法務大臣から委嘱されております。

　ご理解を賜りますようお伺いするものでございます。

　以上で、提案の説明とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これよりただいま上程の人権擁護委員候補者の推薦について、質疑並びに意見を求めます。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑並びに意見なしと認めます。

　以上で、質疑並びに意見聴取を終結します。

次に、ただいま上程の人権擁護委員候補者の推薦について採決します。

　日程第13　人権擁護委員候補者の推薦について、原案の候補者澤井美津枝君を適任とすることに賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、原案の候補者澤井美津枝君を適任とすることに決定しました。

次に、日程第14　陳情書の受付について、を議題とします。

　請願・陳情文書表を事務局長に朗読させます。

○議会事務局長（大野　　尚君）　議請願第２号、平成23年12月９日、奥多摩町議会議員殿、奥多摩町議会議長。

　請願書・陳情書の受付について。

　議会に提出された陳情１件について、下記のとおり受け付けたので報告する。

　奥多摩町議会第４回定例会。

　請願・陳情文書表。

　番号、陳情第３号。受付年月日、平成23年11月15日。件名、子ども・子育て新システムに対し、現行保育制度の拡充を求める意見書提出を求める陳情書。陳情人の氏名、青梅市師岡３－10－５、全国福祉保育労働組合東京地方本部、西多摩支部執行委員長　井梅かつい。

　以上でございます。

○議長（清水　典子君）　以上で朗読は終わりました。

　お諮りします。ただいま議題となっております陳情第３号については、会議規則第37条の規定により所管の常任委員会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、陳情第３号については所管の経済厚生常任委員会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査を終了するようお願いします。

　以上で本日の日程はすべて終了しました。

　お諮りします。次の本会議の予定は12月14日となっておりますので、明日12月10日から12月13日の４日間は休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（清水　典子君）　異議なしと認めます。よって、明日12月10日から13日の４日間は休会とすることに決定しました。

　なお、本会議２日目は12月14日午前10時より開議しますので、ご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。大変ご苦労さまでした。

午前11時27分　散会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長
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